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3 論文の採否・論文のt~否は Editori a l boardのメンバーによる銃脱線授の紡栄に従い決定される ただし.

シンポジウムなどの記録や治験i愉文については編集部で保符を決定する

4. 論文の釘1E: ~~1l噛:3'f.の紡*. 1);(梢の訂正を求められた場合は. 40 日以内に . 訂正されたJ);(t~に訂正点を
明示した乎紙をつけて計rffG泌尿椛科紀袈刊行会宛て送付すること ，なお.Editolのi't任において一郎平t:J

の訂正をすることがある.

5 係択険文，愉文カ吋*jl~ された場合， 原稿を3.5インチフロッピーディスク . MO ディ λ ク ・ CD. R . CD-RW 
のいずれかに保存し，編集部へ送付するI デイ旦夕には倫文受付帯号 .liHlj'1務者名・機組名 目ソ7 トウエアと

そのパージ回ンを明記する Windo¥Vsの場合は MS・Word・一太郎，また かIac川 LOshの場合は EG-Word'

MS・Wordとし.特に Macillloshにおいては MS-DOSテキス トファイルに保存して拠出すること

6 校正.校正は著者によるi'Hモ校正とする， ff者級数のJ;!I，令は校jEj't任者を投稿時折5f!する

7. 掲載 I 愉文の拘織は採用1111を原J:lIIとする，迅迎掲載を希製するときは投稿l時にその骨'1
'
し11-'.ること

(1) 掲載料は 1J1につきキ11)には5.7751TI(t見込)，~ X 1;1:6 . 825 jlJ (税込).超過以は Uiにつき 7，3501'1(税

込)，写ょ4;の製版代出版， トレ-;;t.代，別引11，送車|などは別に災貨を申し受ける.

(2) 迅速剃搬にはi且i車掲載料を泌する 5口以内は31，5001'1(鋭込)， 6 H以上は 1J11正に10，5001リ (税込)

を1Jlm した智1を巾レ受ける

(3) 架持'Iの矧IJ*，ðlII J主l'~~m3の1削~t 治療機株の使mなどに附する治験論文および学会抄似については， t副総料

を別冶に巾し受ける。

8. 別制:30剖i までは無料とし，それを組える部数についてはlJ.f~f<J1jとする す;者枚 iEU事にm~散を指定する

TnrOrl11alion ror AlIlhors SlIbmitling Papers in Eng1ish 

1. Manllscripts， tablcs and figures mllst bc submitted in chrcc copics. Manllscripts should bc typed 
doublc-spaccd wilh wide margins on 6.5 by 11 illCh paper. Thc text ora11 1'cgulal' manuscl'iplS should 

not cxcccd 12 lypewl'Iuen pagcs， and lhac ofa C.5e 1'epol't 6 pages. Thc abStnlCl should I10l exceed 
250、• ..，ords and should contaili no abbreviations 

2. The firsl page shollld contain the litle， full namcs and affi1ialions ofthc aUlhors， kcy、vOI'ds(n 0 mOl'e 

than 5 words)， and " I'unning litle consisting of the first allchor and two words. 
e.g. : Yamada， Ct川.: Pl'Ostatic canccl" PSAP 

3. The lisl ofrcfcrcn田 sshollld include only those pllblications which arc cilcd in lhe c回し Rcfcrcncω 
should nOI cxcced 30 1'eadily avai1ablc cilations. Refel'encc shollld be in lhe f01'm of supe!'scl'ipl 

numera1s and should nOl be al'ranged alphabeLicafly 
4. Thc lillc， lhc namcs and affi1ialions of lhe alllhol丸 andan abstl'acl shollld bc providcd in .Japanese. 
5. For rlll'ther details， rcrcr to a rcccnl journal 

編集後記

先目 l がん研究振興111'1'1:1主1Uiの第 18回国際がん研究シンポジウム rDisputcs01' Conlrovcrsics川 PrOSlalC

Canccl' Diagno制 undTrcaUl'lCnLJが図立がんセンタ ーで行われた '28U長はがんセンター総長の担li，品先生で，

米国.欧州。手ritJ，!W，国. 日本から州制された約30名の前rt.l.取がん思1"11l1iが各25分ずつの発裂を行い.約200名

の11l1l?;者も参加lして活発な肘愉が行われた このシンポヅウムで泌l説得科がんがJ~ りよげられたのは 1 99 1年以来

1411'ぷりとのことであったが.怖かにこの11年111)における前立腺がんの惨断治械の巡i.l'はmくべきものであるこ

とが実感できた。 また，Scl1I'odcl'教授と Calalon3教般の f'SAsCl'ccningにおけるデイベー トも比応、えがあっ

た。この阿教授をはじめ Mcssing教授，Myc !'s 教 j~ ， Scw'dino教授の前立腺がんに対するJ6!!I<ゃプレゼン

テー ションカのすばらしさに感心するいっぽうで，欧米を代表するT車、尿~~科医(泌版部科研究者)がこの20年く

らい新隙代田j していないことカ干気になった. 欧米における若手泌尿総科医の日f究雌れがー凶と :!lJf~するのは 111) ;畠

いであろうか.今月サの .J.Urol.にも“Nccdfol' Surgconふ;icntistsin Ul'ology"なる cclitorialが拘似されて

いるので~m'，いただきたい白

がんセンタ ーは築地の7 ーケ γ トのすぐそばに位i托している.相l怖された外陣l人たちはマグロの解体シ Bーを

楽しんだと開いているが，私はおいしい均百lをK助教授と地能して帰路についた

(;1サ11 修)
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